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●ゴスペルピアニスト、ゴスペルディレクター
のお仕事について、教えてください。

　ゴスペルの指導のほか、企画やさまざまな観
点からゴスペルに関わる仕事がゴスペルディレ
クターです。ジャズピアニストという言葉があ
るようにゴスペルに特化したピアニストがゴス
ペルピアニストと呼ばれています。

●いろいろなジャンルの音楽の中で、ゴスペル
を選んだ理由はなんですか？

　元々いろいろな音楽に触れていましたが、
25年前に初めてゴスペルのワークショップの
お手伝いをしたときに、それまでのどの音楽と
も違うゴスペルに衝撃を受けたことが理由で
す。演奏スタイルが自分にあっていたことを今
でも覚えています。

●どんな曲に衝撃を受けたのですか？
　曲ではなくゴスペルそのものに衝撃を受けま
した。音楽はもちろんのこと、自分自身がクリ
スチャンなので、聖書が土台となっている歌詞
に共感したり、曲に癒されたりしました。
　日本では「天使にラブソングを」などの影響か
らゴスペルといえば大勢で集まって歌う、とい
うイメージをお持ちの方が多いようです。ゴス
ペルは歌詞が聖書に基づいていれば、ロックや
カントリー、ジャズといったジャンルやスタイ
ルが存在しますし、大勢ではなくゴスペルシン
ガーが１人で歌う場合もあります。
　私がゴスペルに感動した理由のもう１つは

「与えられた自分の声を生かしている」ところで
した。一般的に女声がソプラノ、アルト、男声が
テナー、ベースと分かれますが、私自身は地声が
低く音域的にはテナーでした。学校でもテナー
の音域を歌うと男声だとからかわれたので、歌
うのがすごく嫌いになったんです。でもゴスペ
ルはカテゴライズされた中に自分の声を当ては
めるのではなく、その人の声を生かす、というこ
とを知って解放されました。
　日本でも有名なアメイジング・グレイスは、透
き通った声で歌われているバージョンがよく知
られているんですが、それだけではないんです。
本国米国のゴスペルだと、女性でもベースを歌っ
たり、男性でもソプラノを歌ったりします。

●ゴスペルで大切にしていることはなんですか？
　ゴスペルをゴスペルとしてシェアすること、
ですね。ゴスペルは「God-spell〜神の言葉」が
語源になっています。日本ではブラックミュー
ジックとして、歌詞に関係なく、ゴスペル風に歌
うものもゴスペルと呼ばれています。クリスチ
ャンでなくてもゴスペルを歌ってかまわないと
私は思っていますが、元々ゴスペルは聖書の内
容を歌い神を賛美する音楽でした。私はそれを
大切にしていますし、何をどこに向かって歌っ
ているのかを大事にしています。

●キャリアも長い大山さんですが、失敗はあり
ますか？

　たくさんあります。自分自身だけでやろうと

したり、虚栄心や、見栄などがある場
合は、たいてい失敗します。ゴスペ
ルをゴスペルとしてお伝えできなか
ったり、自己中心の態度や発言から
多くの人を傷つけたり、ゴスペルを
歌うことを嫌いにさせたりといろい

「ふくらませるように」などと説明しています。
平等という言葉を使うとおこがましいですが、
一人ひとりに向かい合うことはすごく大事なこ
とだと思います。「一人ひとりと向き合う」とい
う意味では、ゴスペルでも介護でも、同じなのだ
と思います。

●機能訓練で生かせるようなレクチャーはあり
ますか？

　声を出すことは身体機能を高め、コミュニケ
ーションも取ることができます。ゴスペルは歌
うだけではなくて、手をたたいたり、足踏みする
ことで表現することもあります。聖書に「私た
ちが賛美しなくても、岩が賛美する」という言葉
があるように、歌えなくても、手をたたいたり身
体をゆすったり、立ち上がるだけでもいいと思
います。
　また、声のキャッチボールもいいです。「ここ
に向かって声をください。ほ！」と言って声を
出してもらう。「今、声が手前に落ちてしまいま
したね。ここにください。あ、今度は受け取り
ました」と受け取る動作をします。言葉じゃな
くても、「ほ！」でも、「はい！」でも、なんでもい
いんです。対象をはっきりさせて「ここに声を
ください」と言うと、意外と声が出るのです。訓
練する人が場所を移動して「今度はここに声を
ください」などと言って身体を動かすことも促
したら、声以外の訓練にもなるんじゃないかな
と思います。

●音楽はどういうジャンルから影響を受けまし
たか？

　音楽の先生でありクリスチャンだった母から
はクラシックや讃美歌を、父からは映画音楽や
ラテンやジャズを聴くきっかけをもらいまし
た。そしてロックやジャズやポップスなどを経
て、ゴスペルに辿（たど）り着きました。他の人
とハモって歌うのも教会などでしていました
し、初めて人前でオルガンを弾いたのも教会で
す。ゴスペルは音楽の原点と言われますが、私
自身も原点に戻ってきた気がします。（おわり）

ろな失敗をしてきました。

●それをどう乗り越えてきましたか？
　自分の弱さを誇ること。自分をよく見せよう
としないこと。自分の弱さを認め、できないこ
とはできないと言うこと。そうすることによっ
て多くの「助け手」が与えられたように思いま
す。そのことをゴスペルの歌詞を通して教えら
れたことが何度もありました。失敗は決して無
駄ではないと思います。福祉や介護の方たちも、
失敗を恐れずにそこから多くのことを学んでほ
しいと思います。

●ゴスペルの仕事をしていて、福祉や介護を感
じることがありますか？

　実はあまりないです。母が特養に入っていた
ので、そういった私生活の方が福祉や介護など
を感じることが多いです。ゴスペルでは盲導犬
を伴って練習に参加される視覚障害者の方がい
たり、車いすの方もいらっしゃいますが、誰もが
同じと考えています。でも、工夫はしています。
例えば、身ぶりなどで手を使う時に「こんなふう
に」と手ぶりで説明するところを、言葉を使って
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